
三
九

。
０

八
月

の
行
事

丶

日
　

曜
日
　

干
　

支
　

九
星

ノＸ

行月

○
望

＝
望
月
の

こ
と
で
、

（大）

葉迄
丶丶

つ

か

事

満
月
を
指
す

氏
宿

へ

八
月
七
日
立
秋

の
節
よ
り

月
命
丙
申
八
白
土
星

の
月

暗
剣

殺
束

北
方

旧
暦

六
輝

中
段

艾
宿

下
段

日
出

入
月
出
入

満
潮

干
潮

１
日

日
壱
　
こ
白

磁
毎
に
羸
ｍ
詣
難神`
除社
バ

厂
　型
貧

こ
三
佛
滅

・
？

房
会

儿
昌
ご
匹
昌

呂
ミ
つ
宵

つ
克

器
皿
該
Ｌ

膸
齟
齟
日子
日
迄
）
、

３
日

火
み
つ
？
尽
し

八
白

秋
田
竿
燈
（
６

日
迄
）
、

多
賀
大
社
萬
燈
祭

４
日

水
あ
え
さ
る
七

赤
十京
方都
心
一
れ野
人天
り満
宮
例
祭
、
久
留
米
祭
、

５
日

水
き
？
ヒ
リ
六

白
山
形
花
笠
祭

不
日
迄
）

、
一

粒
万
倍
日

６
日

金
り

ぇ
、
　
　
　
広
島
平
和
記
念
日
、

仙
台

七
夕
（
８

日
迄
）

心
　

這
五
黄
新
潟
祭
（
８

日
迄
）
、

東
京
佃
祭
（
９

日
迄
）

７
日

土
尽
ご
　

ふ
四

緑
立
秋
一

五
時
五
四
分
、

鼻
の
日
、

三
隣
亡

８
日
日

ゼ
ー

四
大
安
ヒ

廿
五

赤
口
た

。
つ
心

つ
尾

天
お
ん

０
５
５
４

４
８１

４． ５０

艾
ハ

先
勝

心
で

箕
神
よ
し

４
．
５
１

５
５

１
６

３
２

５
５

３
２

２
５

１
１
２

４
０

３
６

４
０

３
０

８
０

４
５

１
　

１
１

１８ ．４３

０． ３７

１５．３１

－

２
２

０
６
４

廿
七

友
引

ふ
　

っ
斗

神
よ

し
４．５
８
．４
１．２
６
．２
口

１
　
１

３
１

９
８
４

艾
先
負
た
い
ら

牛
丑
む
日

４
．５
８．４

Ｈ
７コ
２．
４

１
　
１

１６．２７　１５．５５　２３．５９

０３１７

８． ０８　 ７． ０９

２０．３１　 １９．０７

８． ５７

２１ ．２９

心

三
八

旧

七六

月月

大小

一
年

を
通

じ
て
、
一

番
暑
さ

を
感
じ
る

の
は

こ
の

月
で
あ
る
。

寝
苦
し
い

夜
が
続
き
、
寝
不
足

に
な

り
が

ち
で

涼
を

と
る

た
め

窓
を
開
け
て
寝
冷
え
を
し
た
り
、

暑
さ

の
た

め
に

疲
労
が
蓄
積
し

た
り
し
、

と
く

に
健

康
を

損
な

い
が

ち
な
月
で
あ
る

。
幼
児
、

小
児

、
高

齢
者

の
日

射
病

、
熱

中
症

に
は

注
意

が
必
要
。

【
婚

】
こ

の
月

に
挙
式
を

す
る

５
４

４
２

同
人
は
少

な
い

。
そ

れ
は

さ
て
お

１
６

９
２２
．

き
、

わ
が

国
の

結
婚

は
普

通
仲

３
０

５
５

２
１

廿
九

佛
滅
た
い

ら
女

大
今

う
４．５
８
．４
Ｈ

Ｈ
３．
３

７
．
２

１
　

１
　
１

つ
あ

え
廿
二
碧

御
下
嶽
関朔
山忌二
作
七

皿
大方五
御
庭０
神祭分

ド
气
崕
膕
‥
旧
゛
月

大
朔

先
勝

え
心
虚

９
日

１
つ

ぐ
っ
Ｌ
ニ
ｆ
・

齟
蒜
帽
Ｌ
懸
崕
且
会
式
、

１
０

日
火

お
｀

゛
旨

一
白

不
館
成
山

就
安
日
房

神
社
祭
、

西
鶴
忌
、

末
伏
、

Ｈ
日

水
お
ご
　

う
九

紫
Ｌ蔓］
山
の
日
、

高
知
よ
さ

こ
い

祭
（

９
日

～
１２
日
）

１
２

日
木
そ
つ

？
た
っ
八

白
徳
島
阿
波
踊
り
（
１
５

日
迄
）

１
３

日
企
み
つ

宕
ふ
七
赤

月
遅
れ
盆
迎
え
火
、

天
一

天
上

一

Ｈ
日

土
あ
え
う
エ
ハ

白
旧
七
夕
、
奈
良
春
日
大
社
万
灯
籠

１
５

日
日

き
心

と
ひ

っ
じ

黄
月
遅
れ
盆
、

終
戦
記
念
日
、

五
　

全
国
戦
没

者
追

悼
式

６
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｏ
　上
弦

○
時

二
〇
分
、

月
遅

れ
盆

送
り
火
、

１
日

月
ひ

？
さ
る
回

緑
京
都
・

箱
根
大
文
字
、

松
島

灯
籠
流
し

、
三

嶋
大

社
祭

１
７

日
火

尽
ご

ヒ
リ

三
碧

滋
賀
建
部
夏
祭

１
８

日
木

つ
白
い
竺

具
鯒
訌
牡
背
裃
配
頤
）
、

１
９

日
水

っ
ち

？
ふ

Ｉ
白

秋
田

花
輪

ば
や
し
、

三
隣
亡

知
一

日
金

お
え
　

お
九

紫
鎌
倉
市
鎌
倉
吉
祭
、
一

粒
万
倍
日

２
１

日
土

お
万
つ
し

八
白

２
２

日
日
み
、

つ
り

否
ら

七
赤

○
望
二
一

時
○

二
分
、
旧
ぽ
ん

２
３

日
月

み
つ

？
う
六
白

処
暑

六
時

三
五
分
、

一
遍

上
人
忌

２
４

日
火

あ
え

九
つ

五
黄

京
都
地
蔵

ぼ
ん

、
秩

父
四

萬
部
寺
大

施
貴
会

２
５

日
水

あ
ヒ
　

ふ
四

緑
東
京
亀
戸
天

神
祭

２
６

日
水

尽
え

う
ま

三
碧

富
士

吉
田

火
祭

、
不
成
親
日

２
７

日
金

応
９
以
）つ
し

二
重

神
愛
奈
知
川
一

天
色
山
犬
阿
提

夫
灯

七
神
社
秋
季
大
祭

２
８

日
土

っ
ち

？
さ
る
一

白
天
し
や

２
９

日
日

っ
ち

宕
ヒ

リ
九
紫

３
０

日
月

お
え

い
心

八
白

｛
｝

下
弦

一
六

時
一

三
分

３
１

日
火

お
ご
　
ふ
七

赤
二
百
十
日
、

旧
地
蔵
ぼ
ん
、

三
隣
亡

○
八

月
の

行
事

二
友
引
ヒ

る
危

４
９

５
６

２
９

５
３

０
４

１
４

４
８

４
８

４
７

１
　

１
　
１

４． ５５

８
９

３
０
６

３
０

２
５
１

８
５

９
４
８

１
　

１
　
１

三
先
負
勺

霎
室
ふ
べ

日
４．５６
８．３７
６囗４
９
．
５
６

５
．
２
７

１
　
１

回
佛
滅
あ
や
ふ

壁
神
よ
し

４
．
５
７

８
．
３
５

丿
０．２６
６．０
６

１
　
２

五
大
安
々

ら
奎

百
事

吉
４．５７
８．３４
８．２５
０．５６
６．４８

１
　
２

８
３

１
５
５

六
赤
口
お
さ
ん

婁
大
く
わ

４
．５
ロ

口
口

７
．
３

１
　
２

９
２

８
７
９

七
先
勝
り
ら
く

胃
神
よ
し

４
．５
８．３
０
．３
１．５
８
．
２

１
１
２

八
友
引
ヒ

九
先
負
た

０
１

、
、

つ
昴

大
み
ゃ
う

５
．０
８．３１

つ
畢

１１ ．４７

０
０
７

０
３
５

５
８
２

１
１

１２　 ２２ ．３１２３．

十
佛
滅
７
心
觜

十
し
５
．
０
１

８
．
２
８

４
．
０
８

３
．
５
９

１
１
２

２
７
６

十
一

大
安

ふ
つ

参
母

倉
５．０
８
．２
５．１
１
１

３
６
９

十
二

赤
口

た
い

ら
井

ぢ
う

日
５．０
８
．２
６．１
１
１

十
三

先
勝

セ
だ

ん
鬼

ぶ
く

日
５．０４
８．２
５

１

４
３

十
四

友
引

ビ
る

柳
　
　
　
５
．０
８．２１

０． ５５

４
８

１
５７

１

１１７．５９

３． ０６

十
五

先
負

や
萱

屋
大
今
う

５
．
０
５

８
．
２
２

８
．
３
８

４
１
５

１
１

十
六

佛
滅

あ
乙

張
　
　
　
５
．
０
６

８
．
２
１

９
．
１
１

５
．
２
３

１
１

十
七

大
安

な
る

莫
大
今
う

５． ０７

１８．２０

１９．４０

６． ２８

十
八

赤
口

お
え

軫
神
よ
し

５
．
０
７

８
．
１
８１

太
先
勝
ひ

才
角
神
よ

し
５．０８
８１７１

廿
友

引
号
づ
亢

神
よ

し
５．０９
８．１
６

１

竺
先
負
九

つ
氏

八
しづ
５１０
１８ ．１４

１
３

廿
二

佛
誠

心
で

房
十

し
５．１
１
８
．
１

１
２

苴
大
安
ふ
　
っ
心

百
事

吉
５．
１

１
８
．
１

２
０

廿
四

赤
口

た
い

ら
尾

大
今
つ
５．１
１
８
．
１

１８．４４１９．１３

１０ ．２３

２２ ．５１

１１ ．４１　 １１ ．０３

５９　２３．２５

人
が

い
る

も
の

で
あ
る
。

仲
人

の
由

来
と

役
割

を
簡
単

に
説

明
し

て
お

こ
う

。
仲

人
と

は
結

婚
の

媒
酌

人
の

こ
と
で
、

古
く
は
、

結
婚

の
意

向
を

伝
え

２
３

．
る

使
者
と
し
て
「

古
事
記
二
日

７
本
書
紀
」
の

中
に

も
出

て
く
る
。

Ｉ
　

Ｉ
　

“
Ｆ

』
―

０． ３３

１２．５２　１２．

１９ ．４１

１． ０８

１３．２６

２０．３９　２０．０９

２． ２４　 １． ４４

１４．３５　１４．００

９． ３５

２１ ．１１

３． １１

１５．１３

単
な

る
使

者
か

ら
次

第
に

重
大

な
任

務
を

帯
び

て
く

る
の
は
、

配
偶

者
を

求
め

る
地

域
が

だ
ん

だ
ん
広
範
囲
に
及
ん
で
、

仲
介

者
の

必
要
度
が
た
か
ま
っ

た
結

果
で

あ
ろ
う
。

仲
人

親
と

い
っ

て
夫

婦
の

仮
り

親
視

す
る

言
葉

も
あ

る
く

ら
い

で
あ
る
。

仲
人

役
を

引
き

受
け
た
ら
、

６
９

５
５
　

ノ
６

り
丶

。
芯

ノ
『

ぐ
１

｀
６

１
、
″

□
１．
４

４
コ

Ｈ
責
任
を

持
つ

べ
き

で
あ
る
。

１
２
　

１
　

－
：

‐
－
　
　
　
　
　
　

‐
　
－

１６　 －　 １３．４０

１１　１５．２４　２２．４３１６．

５． ２６　 ４． ４８　 ４． ０６　 ３． １６　 ２． ０７

１８．３４　１８．１ ０　１７．４４　 １７』６　１６．４６

２０ ．０７

７． ３０

６． ０３

５６

婚
前

婚
後

を
通

じ
て

、
若

い
二

人
の

介
添

人
と

し
て

の
自

覚
と

２０．３３

８． ３０

６． ３９

１６　１８．１９．

２０．５９

９． ２９

７． １８

１９．３７

２１ ．５８　２１ ．２７

１１ ．２５　１０．２７

８． ４９　 ８． ００

２０．２２　１９．５９

３３

２３

５２

４９

４
２
　

１
一

ｌ
－

・
ｊ
　

ｌ
　

丶
～

’
－

丶
、

一
一

．
嵋

／
’

一
Ｌ

５
．４
７．
４

の
行

事
は

、
月

遅
れ

の
八

月
十

【
葬

】
七

月
に
述
べ
た
「

お
盆
」

７
．
１
４

９
．
３
９

七
月
十
五

日
に

行
う
と
こ

ろ
が

１
』
¶
．

タ
．

ｊ
　

‥
＆

爿
冖

７
８

２
５

五
日

に
行
う
と

こ
ろ
や
、

旧
暦

２
７

－
　

【
祭

】
七
月
に
続
い

て
各
地
で

８
別

夏
祭
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

１１ ．４０　１１．０１　 １０．１７　９２７０。０． ５９２． ０５　 １． ３１３１　 ２． ４２

２２．

１２．

９．

２０．

３．

２３ ．１３

１３ ．２０

１１ ．３４

２１ ．２４

４． ４３

１３　２３．５５　２３．２０　２２．４２　 ２１１２．４３１０　 １２．１３．５７　１３．３４　１３．４． ３９　１４．１８

意
外

と
多
い
。

５
６

記
し
よ
う
。

１
４

青
森
ね
ぶ

た
祭
り
、

東
京
富
岡

八
幡
宮
の

祭
り
、
京
都
東
山
の

大
文
字
、

徳
島

の
阿

波
踊

り
な

ど
が

有
名

で
あ
る
。

こ
の

月
の

六
日
と
九
日
は
、

広
島

、
長

崎
の

原
爆

記
念

の
日

で
あ
る
。

灼
熱

の
閃
光
が
走
っ

た
と

同
時

に
市

街
地

は
焼

け
野

原
に

な
り

、
数

十
万

の
人

が
命

を
落

と
し

負
傷

し
た

。
人

類
と

し
て

忘
れ

ら
れ
な
い

日
で
あ
る
。

広
島

・
長

崎
を

原
点

と
し
て

推
進

さ
れ

て
き

た
原

水
爆

禁
止

運
動
は
、

現
在

で
は

核
廃

絶
運

動
と

し
て

世
界

各
国

に
ま

で
浸

透
し
た
。

「
山

の
日

」
は

山
に

親
し
む

機
会

を
得
て
、

山
の

恩
恵

に
感

謝
す

る
日

で
あ

る
。

（
平

成
二

十
八

年
施
行
）

十
五

日
は

「
終

戦
記

念
日
」
。

二
度

と
戦

争
の

悲
惨

を
繰

り
返

さ
な

い
よ
う
、

各
自

の
胸

に
銘

下
弦

＝
下
弦
の

月
を
指
す


